
【
意
見
箱
】

会
員
の
皆
様
か
ら
町
内
会
運
営
に
関
し

て
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

組
長
さ
ん
経
由
で
地
区
長
に
文
書
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令和６年
５月５日
第３２４号
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高
齢
者
の
見
守
り
と
小
学
生
の

(1)
下
校
時
の
見
守
り
を
兼
ね
て
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
４
月
２
日

（
火
）
、

日
（
火
）
の

時

16

15

分
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

30ご
近
所
同
士
の
つ
な
が
り
合
い
「
顔
の
見
え
る
」
関

(2)
係
づ
く
り
の
た
め
の
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」

第
５
回
目
を
４
月

日
（
日
）

時
か
ら
第
３
地
区

21

10

の
モ
デ
ル
区
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
、
各
組
長
さ
ん
、
ケ

ア
プ
ラ
ザ
、
区
役
所
の
方
々
お
よ
び
サ
ポ
ー
タ
ー
の

計

名
で
各
ご
家
庭
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お

23
互
い
に
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

★
今
後
の
実
施
日
は

５
月

日
（
日
）

時
～

19

10

６
月

日
（
日
）

時
～

16

10

組
、

組
、

組
、

組

12

14

15

29

の
皆
さ
ん
、
ご
都
合
が
合
え

ば
一
緒
に
ご
近
所
ま
わ
り
へ

ご
参
加
し
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
。

福
祉
・
防
災
活
動
推
進
委
員
会
を
４
月

日
（
土
）

(3)

27

に
開
催
し
、
第
２
地
区
の
災
害
発
生
時
を
想
定
し
た

安
否
確
認
の
訓
練
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

今
後
の
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
モ
デ
ル
区
域
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
致
し
ま
し
た
。
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町
内
会
で
は
、
慶
弔
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

磯
子
山
手
町
内
会
細
則
（
令
和
５
年
６
月
４
日
施
行
）

（
慶
弔
の
種
類
）

第
２
条

会
員
の
相
互
親
睦
を
図
る

た
め
、
次
の
事
由
が
発
生
し
た
場

合
は
、
各
号
に
し
た
が
い
金
品
を

支
給
す
る
。

出
産
の
場
合

出
産
祝
い
金

５
千
円

死
亡
の
場
合

①
役
員

香
典

２
万
円
お
よ
び
生
花
１
基

②
組
長

香
典

５
千
円

③
会
員

香
典

３
千
円

令
和
５
年
６
月
４
日
以
降
で
前
記
に
該
当
し
て
、
現
在

ま
で
に
金
品
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
組
長
経
由
で

地
区
長
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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ٷ
ڱ
া
の
資
源
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５
月
２
日
（
木
）、
５
月

日
（
木
）

16

ٷ
ڲ
া
の
資
源
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

６
月
６
日
（
木
）、
６
月

日
（
木
）

20

「
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
折
込
チ
ラ
シ
・
雑
誌
・
雑
紙

古
布
（
雨
天
中
止
）・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ア
ル
ミ
缶
」
を

市
の
ご
み
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
が
収
集
し
ま
す
。
雨
天
時
に
は
古
布
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
、
回
収
い
た
し
ま
せ
ん
。

資
源
回
収
奨
励
金
は
町
内
会
運
営
上
の
貴
重
な

財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
５
年
度

の
資
源
回
収
奨
励
金
は
４
７
０
，
６
３
６
円

に
な
り
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

古
紙
、
古
布
（
雨
天
中
止
）、
ア
ル
ミ
缶
は

町
内
会
の
廃
品
回
収
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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令和６年総会について

磯子山手町内会は会則第１３条により、総会は組長（代議員）の
２分の１以上の出席により成立し、役員提起の諸議案を審議し、承
認を得ます。
現在、新型コロナウィルスの感染防止に関して昨年５月８日から

はインフルエンザと同等の扱いになりました。
この状況下で、どのような形態の総会が最適なのかを役員会で討

議いたしました。
重視点は、

①総会出席者の安心と安全を最優先する
②三密の機会を極力減らす

これらを勘案し、令和６年総会は昨年度に続き「書面表決方式」
が最適との結論を得ました。６月２日の午後に現役員による総会を
開催し、書面表決書による賛否の結果を得ることにしました。
その結果はやまて会報７月号でご報告いたします。
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町
内
の
運
動
会
を
山
王
台
小
学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

令
和
６
年
６
月
９
日
（
日
）
９
時
集
合

景
品
を
多
数
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
家
族
・
ご
近
所
の
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
体
育
館
の
た
め
、
雨
天
決
行
で
す
。

室
内
履
き
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

館
内
食
事
の
禁
止
、
水
分
補
給
は
で
き

ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

！

防

災

情

報

毎
月
１
日
を
「
災
害
時
安
否

確
認
バ
ン
ダ
ナ
を

掲
げ
る
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

黄
色
い
バ
ン
ダ
ナ
を
玄
関
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
物
干
し
な

ど
外
か
ら
見
え
や
す
い
場
所
に
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。
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昨
年
６
月
号
で
不
法
投
棄
物
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
再
び
同
じ
区

域
で
不
法
投
棄
が
発
生
し
ま
し
た
。

警
察
に
連
絡
を
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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則･･

個
人
で
あ
っ
て
も
不
法
投
棄

を
し
た
場
合
は
「
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
」
が
科
さ
れ

ま
す
。
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火
災
状
況

(1)
３
月
末
ま
で
の
磯
子
区
内
の
火
災
発
生

件
数
は
４
件
で
、
前
年
同
期
と
比
べ

同
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
全
体
で
は
、
１
７
２
件
の
火
災
が

発
生
し
て
お
り
、
前
年
同
期
に
比
べ
36

件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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受
動
喫
煙
対
策
の
取
組
と
し
て
横
浜
市
公
園
条
例
の
中

に
、
公
園
に
お
け
る
禁
止
行
為
と
し
て
「
喫
煙
」
を
加
え
、

「
公
園
内
禁
煙
化
」
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
検
討
に
あ

た
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

情
報
提
供
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間

(1)
令
和
６
年
４
月

日
（
木
）
～
５
月

日
（
金
）

18

31

提
出
方
法

(2)①
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム

②
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
付
属

の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
郵
送
（
切
手
不
要
）
※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
各
区
役
所
・
横
浜
市
役
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

④
電
子
メ
ー
ル

⑤
持
参

問
合
せ
先

(3)
み
ど
り
環
境
局
公
園
緑
地
管
理
課

担
当･･

関
本
、
井
上
、
入
本
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災害時安否確認バンダナ
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令
和
６
年
３
月
末
の
犯
罪
発
生
状
況

(1)
磯
子
区
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、

１
１
７
件
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
27

件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
の
被
害
件
数
は

件
で
、

10

前
年
同
期
に
比
べ
２
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
末
の
人
身
交
通
事
故
発
生
状
況

(2)
磯
子
区
内
の
人
身
交
通
事
故
犯
罪
発
生
件
数
は
、

件
35

で
、前
年
同
期
と
比
べ

件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

14

死
者
数
は
０
人
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
同
数
、
負
傷
者

数
は

人
で
、
前
年
同
期
に
比
べ

人
の
減
少
と
な
っ

40

22

て
い
ま
す
。

令
和
６
年

九
都
県
市
一
斉
自
転
車

(3)

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間

目
的･･

自
転
車
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
運
動
を
市

民
総
ぐ
る
み
で
展
開
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

期
間･･

令
和
６
年
５
月
１
日
（
水
）
～
５
月

日
（
金
）

31

ス
ロ
ー
ガ
ン･･

自
転
車
も

の
れ
ば
車

な
か
ま
い
り

ヘ
ル
メ
ッ
ト

か
ぶ
る
だ
け
で
も

救
え
る
命

重
点･･
自
転
車
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上

(1)
自
転
車
点
検
整
備
の
促
進
と
自
転
車
損
害
賠
償
責

(2)
任
保
険
等
の
加
入
義

務
の
周
知
徹
底

全
て
の
自
転
車
利
用

(3)
者
に
対
す
る
乗
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努

力
義
務
の
周
知
徹
底

横浜市交通安全
キャラクター

災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ

使
用
例

詳細はこちら

電子申請・届出システム


